
（図1）政府機能における調達業務

（図2）調達キャパシティの評価と強化サイクル
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近年、JICAも含め多くのドナーのプログラムの中で、途上国における公共調達機能や能力の強化に焦点を当てた支
援事業が増えている。世界最大級の国際調達機関であるクラウンエイジェンツ（CA）日本事務所の辻本 令所長に、公
共調達支援の国際的な潮流と日本での状況について見解を聞いた。

“調達キャパシティ支援”の国際潮流

─“調達”への支援が必要な理由について、どうお考えになりますか。

　　　 やはり“調達”が政府機能の要であるからだと思います。政

府機能の中でも、公共財政の管理能力、つまり政府へ入ってくるお

金（歳入）と政府から出て行くお金（歳出）が最適化され適切に管理・

運用されることが重要ですが、このうち調達が関わるのは歳出管理

の部分です。調達制度の改善などを通じて、政府の調達キャパシテ

ィを強化すれば、政府機能強化にもつながります。このことが多く

の援助プログラムにおいても認識されている結果だと考えます。

─そもそも“調達のキャパシティ”とは何でしょうか。

　　　　調達は単なる購買や入札事務と誤解されがちですが、実際

には極めて体系的で専門的な分野です。もちろん担当する各職員の

責任や担当によって、必要な知識や技術は異なりますが、政府全体

としてみれば、調達キャパシティとは、公共調達を体系的に理解し

て公共事業を適正かつ効果的に運営、管理する組織的な能力である

といえます。また、これらの知識に加えて、調達制度や法令、調達

担当部局といったインフラも政府の調達キャパシティの一部です。

─調達キャパシティ強化のためには、具体的にどのような支援の

形がありうるのでしょうか。

　　　　入札図書作成、書類チェックなど手続の支援から、より専

門性の高い調達制度改革、調達研修などまで、様々な形での支援が

あります。ただ、どの政府機関がどのような支援を必要としている

かは千差万別のため、まず調達キ

ャパシティの現状を詳しく評価す

ることが大切です。評価により把

握されたそれぞれの現状に対して、

個別の処方箋が作成され、それに

従ってテーラーメードの施策が準備、

実施されなければなりません。ただ、

単にこれら施策の実施をODA事業

だけで完結させることでは意味が

なく、被援助国政府主導で改善策

を策定・実施するとともに、定期

的に自国の調達キャパシティを評

価して、能力を維持・強化してい

くための不断のサイクルを対象国

内に根付かせることが必要です。

 

─日本のODAにおける課題

についてお聞かせください。

　　　　近年の傾向として、

途上国が求めている調達支援

とは、入札書類の作り方や入

札手続の方法であるよりも、

国際企業を相手とした調達監

理の技術、国際水準の調達法

令や制度の整備といった、よ

り戦略的で専門的な内容である場合がほとんどで、これらは日本国

内の政府調達においてもまだ経験が蓄積された分野とはいえないと

思います。このため、日本が他ドナーが実施しているような調達支

援を行うことがまだ容易ではありません。ただ、情報システムや防

衛装備品などの調達においては、日本国内でも、欧米の先進的な手

法を取り入れた戦略的で高度な政府調達の考え方が導入されつつも

あることも事実です。こういった国内での動きが、将来日本がODA

において調達支援を行っていくための“土壌”になっていけば、と

思います。
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　私は2011年３月から10月まで、南部アフリカのナミビアという
国で仕事をする機会がありました。ナミビアは日本人にはあまり
馴染みがなく、また他にはちょっと見当たらないような、とても
ユニークな国です。ナミビアとはどのような国なのかを紹介した
いと思います。
　ナミビアは1990年に南アフリカから独立した若い国です。アフ
リカ大陸の大西洋岸、南緯18～28度に位置しています。北はアン
ゴラ、東北はザンビア、東はボツワナ、南は南アフリカに接して
います。国土は80万平方キロと日本の2.2倍もあるのに、人口は
200万人しかいません。
　自然条件からみた一番の特徴は、ナミビアは乾燥地であるとい
うことです。降雨量は年間400ミリぐらいしかなく、国土の大半
は砂漠と高原です。河に水が流れるのは雨期の間だけです。大西
洋岸の海沿いは年間雨量100ミリ程度の砂漠（ナミブ砂漠）か土
漠です。南極海からの寒流が流れているため、水温は15度ぐらい
と冷たく、海からの風は涼しくてさわやかですが、砂漠側からの
陸風が吹く早朝から午前中は、ちょっとした砂嵐になります。海
岸線のほぼ真ん中の南緯23度付近に、港湾都市ウォルビスベイ、
その北30kmにウラン鉱山開発の町スワコップムンドの２つの都
市があります。両都市とも洒落た町並みですが、すぐ近くに大き
な砂丘が迫り、砂漠の中にポツンと孤立しています。
　国の東半分の内陸部は基本的に高原の台地です。首都ウイント
フックはウォルビスベイから350kmほど東にはいった標高1,500メ
ートルくらいの高原にあります。町中は街路樹と植栽があって緑
が豊かですが、町の外縁部は灌木のみのサバンナです。真夏（11
～１月）外はあまり気温が上がることもなく最高気温が27～28度
ぐらい、朝晩は10度前後まで冷えます。冬（６～８月）はかなり
寒くて最低気温は氷点下になりますが、日中は25度ぐらいまで上
がります。高原部も全体的に降雨量400ミリ程度と少なく、基本
的に耕作には向いていないところが大部分で、農産物の８割は南
アフリカからの輸入品です。その中で大規模牧場の放牧による肉
牛畜産だけは競争力があります。
　人口の９割以上は黒人で、その半数が同国北部出身のオバンボ
族です。北部がもともと彼らの住んでいたところでもあり、また
南アフリカが人種隔離のために黒人居住地域として指定した場所
でもあります。このオバンボ族が対南ア独立闘争の中心勢力とな
り、現在の政府与党SWAPOの最大支持基盤です。
　他方、黒人政権が樹立したからといって、ジンバブエのように
白人から土地を取りあげたり追い出したりした訳ではなく、穏健

で融和的な政権運営が続いています。他のサブサハラ・アフリカ
諸国と際立って違うナミビアの特長のひとつは、この穏健な政治
と治安の良さです。
　経済はというと、ダイヤモンド、ウランという地下資源に恵ま
れ、輸出用の牛肉（白人の大規模牧場）と水産物（南アとナミビ
アの合弁）などが底堅く外貨を稼いでいることから、国民一人当
たり所得は4,200ドル（2008年）と立派な中進国レベルです。し
かし、実は経済は二重構造で、経済を引っ張る資源輸出部門や都
市経済部門に従事する豊かな層と、そうでない貧しい層（北部に
暮らす人口の４割）とが存在しています。これは、南アフリカ時
代のアパルトヘイト政策の置き土産です。
　ナミビア政府にとって最大の政治課題は、雇用創出と経済格差
の縮小です。独立後は、「人種隔離」はすでに存在しません。し
かし、経済格差は小さくなるどころか悪化の一途をたどり、失業
率は38%ともいわれています。これまでの政治的安定は、資源輸
出で稼いだお金を黒人低所得層に年金や恩給などで手厚く再分配
したり、公務員雇用での黒人優遇政策を進めることで保たれてき
ましたが、若年層の失業が深刻化するにつれて再分配政策の効き
目も限界に近づいています。
　今、ナミビアが探し求めているのは、資源の切り売りだけに依
存するのではなく、若い人たちの活躍する場を広げる新しい産業
を見出すことです。私はその最も有力な候補が国際物流だと考え
ています。世界屈指の海運各社は、ナミビアを内陸国へのゲート
ウェイ候補として注目しています。広大な乾燥地が広がる国内だ
けを見ていると八方ふさがりに見えても、大きな世界地図を眺め
てみると意外な突破口が見えて来るように思います。

砂漠とサバンナの国～ナミビア

（文責：IDCJ主任研究員　川原恵樹）

ナミビアの大西洋岸の町スワコップムンド近郊の砂漠にて


